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◉トークスクエア
メンバーは同じ志を持つ仲間。その気づきが壁を越えさせた。

株式会社東芝　研究開発センター   福島 理恵子氏

桜寄贈100周年に華を添えた
紀尾井シンフォニエッタ東京 米国公演

◉ものづくりの原点　特別企画

高い要素技術と独自の発想を武器に、社会に役立つ新材料を創造

特　集



研究開発の現場から
20

挑戦しています。夢のものづくり

設備・保全技術センター　土木建築技術部  土木技術グループ  マネジャー

花田 賢師  （2005年入社、建設工学専攻）

グローバルエンジニアとして
製鉄プラント建設の限界を打破したい

S e r i e s

地
盤
挙
動
や
液
状
化
解
析
な
ど
大
学
で
学
ん
だ

建
設
工
学
の
知
識
を
活
か
し
、
製
鉄
所
の
大
型

プ
ラ
ン
ト
の
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
従
事

し
て
い
る
。

「
製
鉄
プ
ラ
ン
ト
は
一
般
的
に
は
あ
り
得
な
い

大
重
量
・
高
温
高
圧
の
厳
し
い
環
境
で
連
続
操

業
し
て
い
る
た
め
、
定
期
的
な
改
修
工
事
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
改
修
の
効
率
化
を
図
り
工
期

を
短
縮
し
、
操
業
へ
の
影
響
を
ミ
ニ
マ
ム
化
す

る
こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。
そ
こ
に
は
当
社
に

し
か
で
き
な
い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
の
世
界
が
あ
り
ま
す
」

こ
れ
ま
で
君
津
製
鉄
所
厚
板
工
場
の
圧
延
機

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
な
ど
を
担
当
。
活
躍
の
舞
台

は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
へ
も
広
が
っ
て

い
る
。
イ
ン
ド
で
は
タ
タ
製
鉄
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
プ
ー

ル
製
鉄
所
の
連
続
焼
鈍
ラ
イ
ン（
C
A
P
L
）、
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
ウ
ニ
ガ
ル
社
の
自
動
車
用
亜
鉛
め
っ

き
鋼
板
製
造
ラ
イ
ン（
C
G
L
）の
設
計
業
務
を
支

援
し
た
。

「
海
外
で
は
現
地
設
計
会
社
が
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
日
本
の
常
識

は
通
用
し
ま
せ
ん
。
現
地
入
り
の
前
に
何
回
も
メ
ー

ル
で
や
り
と
り
し
て
確
認
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
地
入
り
し
て
み
る
と
図
面
ど
お
り
進
ん
で
い

な
い
こ
と
な
ど
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
軌
道
修

正
に
奔
走
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
技
術

に
裏
付
け
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
」

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
任
務
の
他
、
現
在
は

八
幡
製
鉄
所
戸
畑
第
4
高
炉
改
修
工
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
1
9
9
8
年
の
稼
働
開
始
以
来

14
年
が
経
過
し
た
戸
畑
第
4
高
炉
の
容
積
を
、

従
来
の
約
4
2
5
0
㎥
か
ら
5
0
0
0
㎥
に
拡

大
す
る
こ
と
で
国
際
競
争
力
を
高
め
る
狙
い
だ
。

本
改
修
工
事
は
2
0
1
4
年
1
〜
4
月
に
行
わ

れ
る
。

「
必
要
最
小
限
の
コ
ス
ト
と
工
期
で
最
大
限
の

炉
容
拡
大
を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
の

高
炉
基
礎
に
は
免
震
・
制
震
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
る
な
ど
グ
レ
ー
ド
の
高
い
設
備
計
画
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
初
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
で
、
従
来
の
製
鉄
プ
ラ
ン
ト
建
設
の
限
界

を
打
破
し
て
い
き
た
い
で
す
」
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桜
寄
贈
1
0
0
周
年
に
華
を
添
え
た

紀
尾
井
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
東
京

米
国
公
演

日
本
か
ら
米
国
に
桜
が
寄
贈
さ
れ
て
1
0
0
年
の
節
目
を
迎
え
た
本
年
、

両
国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
D
・
C
・

の
国
立
美
術
館「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
」は「
チ
ェ
リ
ー
・

ブ
ラ
ッ
サ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
」を
開
催
。
新
日
鉄

が
支
援
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ「
紀
尾
井
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
東
京（
Ｋ
Ｓ
Ｔ
）」

が
そ
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
招
聘
さ
れ
た
。
Ｋ
Ｓ
Ｔ
は
4
月
27

日
か
ら
5
月
2
日
に
か
け
て
、
桜
寄
贈
1
0
0
周
年
の
祝
賀
と
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
に
対
す
る
米
国
か
ら
の
支
援
へ
の
感
謝
を
示
す
目
的
で
、

米
国
東
海
岸
４
大
都
市
で
公
演
を
行
い
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
米
交
流
の
深
化
に
貢
献
し
た
Ｋ
Ｓ
Ｔ
の
米
国
ツ
ア
ー
の
様
子
を
紹
介
す
る
。



「
紀
尾
井
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
東
京（
Ｋ
Ｓ
Ｔ
）」

は
１
９
９
５
年
、
紀
尾
井
ホ
ー
ル（
東
京
都
千

代
田
区
）の
開
館
と
同
時
に
誕
生
し
た
同
ホ
ー

ル
の
レ
ジ
デ
ン
ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、
運
営

す
る（
公
財
）新
日
鉄
文
化
財
団
を
通
じ
て
新

日
鉄
が
支
援
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
ソ
リ

ス
ト
・
室
内
楽
奏
者
と
し
て
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
器
楽
奏
者
、
主
要
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
首
席
奏
者
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
も
欧
州
や
韓
国
な
ど
海
外
公
演
を
成
功

さ
せ
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

今
回
、
日
米
桜
寄
贈
1
0
0
周
年
に
あ
た
っ

て
、K
S
T
は
初
の
米
国
ツ
ア
ー
を
行
い
、フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ヴ
ェ
ラ
イ
ゾ
ン
・
ホ
ー
ル

（
4
月
27
日
）、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト（
4
月

29
日
）、
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
サ
ン

ダ
ー
ス
・
シ
ア
タ
ー（
5
月
1
日
）、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ア
リ
ス
・
タ
リ
ー
・
ホ
ー
ル（
5
月

2
日
）で
そ
れ
ぞ
れ
公
演
し
た
。
指
揮
は
ユ
タ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
楽
監

督
を
務
め
る
ス
イ
ス
の
指
揮
者
テ
ィ
エ
リ
ー
・

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
、
同
行
ソ
リ
ス
ト
は
小
菅

優
氏（
ピ
ア
ノ
・
第
13
回
新
日
鉄
音
楽
賞
受
賞

者
）。
両
者
は
初
め
て
の
共
演
だ
っ
た
が
息
の

合
っ
た
演
奏
を
見
せ
た
。
な
お
今
回
の
公
演

収
入
は
す
べ
て
東
北
地
方
の
音
楽
教
育
支
援

活
動
に
寄
付
さ
れ
る
予
定
だ
。

ま
た
、
4
月
30
日
、
ボ
ス
ト
ン
郊
外
の
自

閉
症
児
特
別
支
援
学
校「
ボ
ス
ト
ン
東
ス
ク
ー

ル
」で
、
管
楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動（
※
）を
行
い
、
参
加
し
た

K
S
T
メ
ン
バ
ー
は
、
熱
心
に
演
奏
に
聴
き

入
る
生
徒
や
保
護
者
と
の
温
か
い
交
流
を
楽

し
ん
だ
。

米
国
公
演
に
同
行
し
た
新
日
鉄
文
化
財
団

常
務
理
事
の
町
田
龍
一
氏
は
ツ
ア
ー
の
模
様

を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
こ
の
た
び
の
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
4
大

都
市
公
演
の
予
想
を
上
回
る
成
功
と
、
ボ
ス
ト

ン
の
自
閉
症
児
特
別
支
援
学
校
で
の
演
奏
は

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ア

ン
コ
ー
ル
の『
さ
く
ら
』に
ち
な
む
曲
は
桜
寄
贈

1
0
0
周
年
に
合
わ
せ
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、

現
地
の
日
本
の
皆
様
の
郷
愁
を
誘
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
機
会
が
得
ら
れ
た
の
も
関
係
者
の

ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」

MASSACHUSETTS

NEW YORK

PENNSYLVANIA

VIRGINIA

Boston

New York

Philadelphia

Washington D.C.
MARYLAND

4
大
都
市
で
喝
采
を
浴
び
る

※アウトリーチ活動：芸術家が市民生活の場に出向いて働きかけを行う芸術・教育普及活動
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４月２９日　ナショナル・ギャラリー・オブ・アート
（ワシントンＤ.Ｃ .）

紀尾井シンフォニエッタ東京
米国東海岸4大都市公演

５月１日　サンダース・シアター
（ハーバード大学／ボストン）

４月２７日　ヴェライゾン・ホール
（キンメル・センター／フィラデルフィア）

５月２日　アリス・タリー・ホール
（リンカーン・センター／ニューヨーク）



ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
は
、
１
９
３
７
年
に
設

立
さ
れ
た
国
立
美
術
館
で
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ

の「
日
傘
を
さ
す
女
」な
ど
の
収
蔵
で
知
ら
れ
る
。

3
月
30
日
か
ら
4
月
29
日
に
か
け
て「
伊
藤
若

冲
展
」が
行
わ
れ
好
評
を
博
し
た
。
同
美
術
館
で

は
日
米
桜
寄
贈
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て「
チ
ェ

リ
ー
・
ブ
ラ
ッ
サ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

ヴ
ァ
ル
」を
開
催
し
、
Ｋ
Ｓ
Ｔ
を
そ
の
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト（
最
終
公
演
）に
招
聘
。
Ｋ

Ｓ
Ｔ
は
芸
術
作
品
に
囲
ま
れ
た
中
庭
の
特
設
舞

台
で
演
奏
し
、
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
演
出
し
た
。

ま
た
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
Ｋ
Ｓ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
全

員
が
日
本
大
使
公
邸
で
、
藤
崎
一
郎
大
使
ご
夫

妻
よ
り
公
邸
内
を
ご
案
内
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

日
米
桜
寄
贈
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
話
を
伺
っ
た
。

芸
術
作
品
に
囲
ま
れ
た
華
や
か
な
演
奏

│
│
│
│ 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
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桜寄贈100周年に華を添えた

紀尾井シンフォニエッタ東京
米国公演

太平洋を渡った日本の桜

在米日本大使公邸にて藤崎一郎大使（前列左から 5人目）と共に

日米友好の絆を深めたナショナル・ギャラリー・オブ・アートでの公演 心に響く旋律を堪能する米国市民

阿波丸（日本郵船（株）提供）

米国の首都ワシントンのポトマック河畔
に並ぶ桜は、100年前、タフト大統領夫人
の希望を受け、高峰譲吉博士らの支援を
得て、外交ルートにより尾崎行雄東京市長
（当時）に伝わり、同市長から贈られたもの
だ。1909年、尾崎市長は日米親善を祈念
し桜を米国に寄贈したが、害虫がついて
いたことからすべて焼却処分された。そ
の後1912年2月、検疫済の桜の苗木6,040
本を積んだ日本郵船「阿波丸」が横浜港
から出航。無事米国に届いた苗木の半数
はポトマック河畔に植えられた。これを
記念してワシントンでは毎年「さくら祭り」
が開催され、大勢の観光客で賑わう。



Ｋ
Ｓ
Ｔ
の
ボ
ス
ト
ン
公
演
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
サ
ン
ダ
ー
ス
・
シ
ア
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
サ
ン

ダ
ー
ス
・
シ
ア
タ
ー
は
、
最
近
で
は
マ
イ
ケ
ル
・

サ
ン
デ
ル
教
授
の「
白
熱
教
室
」の
会
場
と
し
て

知
ら
れ
る
由
緒
あ
る
建
物
で
、
英
国
の
チ
ャ
ー

チ
ル
首
相
や
米
国
の
キ
ン
グ
牧
師
も
ス
ピ
ー
チ

を
し
て
い
る
。

同
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
長
の
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
教
授
は
、
釜
石
市
を

含
む
東
北
地
方
の
被
災
地
を
何
度
も
訪
問
し
、

東
日
本
大
震
災
の
記
録
を
残
す
活
動
を
推
進
し

て
お
り
、
今
般
ゴ
ー
ド
ン
教
授
ら
の
要
望
で
、

Ｋ
Ｓ
Ｔ
の
サ
ン
ダ
ー
ス
・
シ
ア
タ
ー
公
演
が
実
現

し
た
。
公
演
後
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
ゴ
ー
ド

ボ
ス
ト
ン
郊
外
に
1
9
8
7
年
に
設
立
さ
れ

今
年
創
立
25
周
年
を
迎
え
る「
ボ
ス
ト
ン
東
ス

ク
ー
ル
」は
、
自
閉
症
児
の
特
別
支
援
学
校
だ
。

そ
の
母
校
は
1
9
6
4
年
、
故
北
原
勝
平
・
キ

ヨ
夫
妻
が
東
京
都
武
蔵
野
市
に
開
園
し
た
学
校

法
人
武
蔵
野
東
学
園
で
あ
り
、
健
常
児
と
自
閉

症
児
の「
混
合
教
育
」と「
生
活
療
法
」を
通
じ
て

社
会
的
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て

き
た
。

今
回
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授

夫
妻
の
紹
介
で
、
ボ
ス
ト
ン
東
ス
ク
ー
ル
で
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
が
実
現
し
た
。
4
月
30
日
、

ン
教
授
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
音
楽
関
係
の
友
人
を
含
め
聴
衆
は
、
Ｋ
Ｓ
Ｔ

の
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
心
よ
り
絶
賛
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
米
国
公
演
の
売
り
上
げ
を
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
に
寄
贈
す
る
と
の
話
を
聞

き
、
当
日
公
演
に
は
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
か
ら

も
多
く
の
寄
付
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

ま
た
、
ボ
ス
ト
ン
日
本
協
会
の
ピ
ー
タ
ー
・

グ
リ
ー
リ
ー
会
長
は「
音
楽
は
国
を
越
え
て
人
々

の
心
を
つ
な
ぎ
、
本
公
演
が
日
米
両
国
の
懸
け

橋
と
な
り
ま
し
た
」と
感
想
を
述
べ
た
。

引
原
毅
ボ
ス
ト
ン
総
領
事
の
挨
拶
に
続
き
、
生

徒
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が

演
奏
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
K
S
T
が
童
謡「
ふ
る

さ
と
」、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世
作
曲

「
エ
ジ
プ
ト
行
進
曲
」な
ど
を
演
奏
す
る
と
生
徒

は
熱
心
に
聴
き
入
り
、ま
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー

で
は
楽
し
そ
う
に
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
い
た
。

同
校
の
デ
ボ
ラ
・
ド
ノ
バ
ン
校
長
は
、「『
一
人

の
人
間
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
人
生

を
送
ら
せ
た
い
』と
い
う
親
の
願
い
を
教
育
の

原
点
と
す
る
わ
が
校
に
、
日
本
か
ら
は
る
ば
る

お
越
し
い
た
だ
き
光
栄
で
す
」と
Ｋ
Ｓ
Ｔ
に
対
す

歴
史
あ
る
ホ
ー
ル
で
日
米
の
信
頼
を
強
固
に
す
る

│
│
│
│ 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
サ
ン
ダ
ー
ス
・
シ
ア
タ
ー

特
別
支
援
学
校
で
温
か
い
交
流

│
│
│
│ 

ボ
ス
ト
ン
東
ス
ク
ー
ル
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ハーバード大学
アンドリュー・ゴードン教授

引原毅ボストン総領事、自閉症児特別支援
学校ボストン東スクールの生徒と共に

ボストン東スクール生徒による
歓迎の桜切り絵

古色豊かなサンダース・シアターに日米友好の調べが響き渡った



る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
ま
た
同
校
の
上
野

先
生
は「
普
段
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
直
接
触
れ
る

機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
ひ
と
た
び
演

奏
が
始
ま
る
と
惹
き
こ
ま
れ
、
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
す
べ
て
を

言
い
表
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」と
今
回
の
活
動

の
成
功
を
喜
ん
だ
。

訪
問
し
た
Ｋ
Ｓ
Ｔ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
の
杉

木
峯
夫
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
演
奏
を
始
め
る
と
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
素

直
に
反
応
す
る
感
受
性
豊
か
な『
声
』が
大
き
く

聞
こ
え
、
言
葉
を
越
え
た『
音
楽
の
ち
か
ら
』を

再
確
認
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
一
同
、
学
校
運

営
の
方
々
お
よ
び
こ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
演
奏
し

ま
し
た
」

Ｋ
Ｓ
Ｔ
の
米
国
公
演
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
。
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
キ
ン
メ
ル
・
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

る
ヴ
ェ
ラ
イ
ゾ
ン
・
ホ
ー
ル
は
、フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
管
弦
楽
団
の
本
拠
地
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
チ
ェ
ロ

形
を
し
た
ホ
ー
ル
で
、
音
響
の
素
晴
ら
し
さ
で

知
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
リ
ス
・
タ

リ
ー
・
ホ
ー
ル
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
も

入
る
リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
内
に
立
地
す
る
。

ア
リ
ス
・
タ
リ
ー
・
ホ
ー
ル
で
の
公
演
の
様
子
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
は
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

「
Ｋ
Ｓ
Ｔ
は
洗
練
さ
れ
た
演
奏
を
披
露
し
、
ソ

リ
ス
ト
の
小
菅
優
氏
は
エ
レ
ガ
ン
ト
で
柔
軟
な
技

巧
を
存
分
に
み
せ
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
の『
さ
く
ら

さ
く
ら
』で
、
日
米
桜
寄
贈
1
0
0
周
年
を
祝
い
、

聴
衆
は
魅
了
さ
れ
た
」（
5
月
3
日
付
）。

今
回
の
米
国
公
演
に
同
行
し
た
進
藤
孝
生

新
日
鉄
文
化
財
団
代
表
理
事（
新
日
鉄
副
社
長
）

は
最
終
公
演
終
了
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
廣

木
重
之
大
使
公
邸
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
場
で
、

４
大
都
市
公
演
と
各
地
で
の
交
流
を
振
り
返
っ
て

次
の
よ
う
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

「
桜
寄
贈
1
0
0
周
年
の
祝
賀
と
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
に
対
す
る
米
国
か
ら
の
支

援
へ
感
謝
を
示
す
と
い
う
、
２
つ
の
目
的
で
開

催
し
た
各
都
市
で
の
公
演
を
、
日
米
両
国
の
関

係
者
の
皆
様
の
支
援
と
協
力
に
よ
り
、
成
功
裡

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
米
両
国
が

今
後
も
緊
密
な
信
頼
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

草
の
根
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
重
要
で
あ
り
、

今
回
の
Ｋ
Ｓ
Ｔ
米
国
公
演
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
、

大
変
光
栄
で
す
」

聴
衆
を
魅
了
し
た
Ｋ
Ｓ
Ｔ

│
│
│
│ 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

7 NIPPON STEEL MONTHLY   2012. 6

アンコールに応える小菅優氏（ピアノ）

米国公演の第一歩を踏み出したヴェライゾン・ホール

ボストン東スクール
デボラ・ドノバン校長

ニューヨーク総領事公邸レセプションパーティー
での廣木重之大使（左）と（公財）新日鉄文化財団・
進藤孝生代表理事

特 集
桜寄贈100周年に華を添えた

紀尾井シンフォニエッタ東京
米国公演
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ものづくりの原点   科学の世界  特別企画

高度IT化

環境浄化 エネルギー

温暖化対策省資源

成長分野・市場

材料制御技術
（要素技術群）

さまざまな材料 金属 半導体 セラミックス 炭素 有機 高分子

高機能材料

物理学的視点 化学的視点
解析的・数理的視点

集合組織 分散・凝集 配位構造

機械加工
メタラジー

欠陥制御
表面改質 界面反応

結晶成長
複合構造

分子構造

新
日
鉄
で
は
長
年
の
研
究
開
発
で
蓄
積
し
た
知
見
を
礎
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
適
用
さ
れ

る
機
能
材
料（
金
属
材
料
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
材
料
、
結
晶
材
料
な
ど
）を
生
み
出
し
続
け
て
き
た
。

シ
リ
ー
ズ
4
回
目
は
、近
年
の
高
度
I
T
化
や
環
境
対
応
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
開
発
に
お
い
て
、
材
料
に
求
め
ら
れ
る
特
性
を
原
理
原
則
か
ら
考
え

て
技
術
の
本
質
を
追
求
し
、
利
用
技
術
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て「
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
極
め
る
」

研
究
者
の
姿
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。

多
彩
な
技
術
開
発
で「
鉄
」を
極
め
る（
4
）

高
い
要
素
技
術
と

独
自
の
発
想
を
武
器
に
、

社
会
に
役
立
つ
新
材
料
を
創
造

市
場
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
た

ス
ピ
ー
ド
感・瞬
発
力
あ
る
開
発
を

新
日
鉄
先
端
技
術
研
究
所
で
は
、
長
年
の
研

究
開
発
で
蓄
積
し
た
基
礎
基
盤
技
術
を
活
か
し
、

新
し
い
機
能
材
料
の
開
発
に
取
り
組
む
。
一
見
鉄

と
は
無
関
係
な
技
術
開
発
を
行
う
強
み
は
、グ
ル
ー

プ
会
社
を
含
め
た
多
彩
な
材
料
開
発
で
培
っ
た
要

素
技
術
と
独
自
の
発
想
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

を
社
会
に
役
立
つ
高
機
能
材
料
に
ま
で
高
め
る
力

に
あ
る（
図
1
）。
そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
前
号
で

紹
介
し
た
原
理
原
則
を
極
め
る
高
度
な
解
析
技
術
、

情
報
交
換
や
連
携
を
深
化
さ
せ
る
研
究
開
発
体
制
、

分
野
の
壁
を
越
え
て
専
門
性
の
幅
を
広
げ
る
研
究

開
発
風
土
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
支
え
る
の
は
専
門

性
を
徹
底
的
に
追
求
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
個
々

の
研
究
者
の
マ
イ
ン
ド
だ
。
ま
た
、
世
の
中
に
な

い
新
た
な
材
料
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
高
度
な

要
素
技
術
力
の
継
続
的
な
向
上
と
蓄
積
、
市
場

動
向
の
確
か
な
読
み
、
研
究
対
象
を
実
用
化
さ

せ
る
信
念
・
執
念
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ス
ピ
ー
ド
感

と
瞬
発
力
を
持
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

み
、
新
市
場
で
の
確
固
た
る
地
位
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
。

図1　高機能材料の開発イメージ

多
彩
な
技
術
開
発
で「
鉄
」を
極
め
る（
4
）

高
い
要
素
技
術
と

独
自
の
発
想
を
武
器
に
、

社
会
に
役
立
つ
新
材
料
を
創
造
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今
回
は
、
高
機
能
材
料
開
発
、
中
で
も
成
長

分
野
と
し
て
近
年
脚
光
を
浴
び
る
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
分
野
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
分
野
に
お
い
て
、

最
先
端
の
半
導
体
基
板
や
部
材
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
基
板
材
の
開
発
に
取
り
組

む
研
究
者
の
姿
を
紹
介
す
る
。

長
年
の
研
究
デ
ー
タ
を
活
か
し
、

半
導
体
材
料（
炭
化
珪
素
）の

革
新
技
術
開
発
を
実
現

パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
高
出
力
化
・
高
効
率
化

（
省
エ
ネ
化
）が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
パ
ワ
ー
デ

バ
イ
ス
用
材
料
の
主
流
を
占
め
て
い
る
シ
リ
コ

ン
ウ
ェ
ー
ハ
の
性
能
を
凌
駕
す
る
新
た
な
デ
バ

イ
ス
材
料
と
し
て
炭
化
珪
素（SiC

）ウ
ェ
ー
ハ
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
炭
化
珪
素
は
シ
リ
コ
ン
に

比
べ
、
高
電
圧
で
使
用
可
能
な
特
性（
絶
縁
破
壊

電
圧
）が
約
10
倍
大
き
く
、
高
温
動
作
で
の
熱
を

逃
が
す
特
性（
熱
伝
導
率
）が
約
3
倍
高
い
と
い
っ

た
優
れ
た
材
料
特
性
を
持
つ
た
め
、高
性
能
パ
ワ
ー

デ
バ
イ
ス
用
材
料
と
し
て
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
つ（
図
2
）。
し
か
し
炭
化
珪
素
は
シ
リ
コ

ン
の
よ
う
な
き
れ
い
な
単
結
晶
を
つ
く
る
こ
と

が
難
し
く
、
シ
リ
コ
ン
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
研
究

が
始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
用
化

に
は
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
開
発
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
欠
陥
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
安
定
的

に
単
結
晶
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
、
新

材
料
研
究
部
研
究
員
の
佐
藤
信
也
は
語
る
。

「
シ
リ
コ
ン
の
単
結
晶
の
並
び
方
は
1
種
類
で

す
が
、
炭
化
珪
素
は
シ
リ
コ
ン
と
炭
素
と
の
化

合
物
と
し
て
結
晶
の
並
び
方
が
約
２
０
０
種
類

も
あ
り
、
最
適
な
デ
バ
イ
ス
特
性
を
持
つ
単
結

晶
構
造（4H

-SiC

）の
み
を
連
続
的
に
成
長
さ
せ

る
こ
と
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
成
長
過
程

で
結
晶
構
造
が
ば
ら
つ
く
と
デ
バ
イ
ス
の
動
作

不
良
を
も
た
ら
す
結
晶
欠
陥
が
生
じ
ま
す
。
新

日
鉄
で
は
昇
華
法（
※
1
）を
利
用
し
て
結
晶
成
長

を
行
っ
て
い
ま
す
が（
図
3
）、
微
量
元
素
の
添
加

と
最
適
な
坩る

つ
ぼ堝

構
造
、
温
度
制
御
方
法
を
見
出
し
、

欠
陥
密
度
の
低
い
炭
化
珪
素
単
結
晶
の
製
造
技

術
を
確
立
し
ま
し
た
」

国
内
で
炭
化
珪
素
ウ
ェ
ー
ハ
を
製
造
・
販
売
し

て
い
る
企
業
は
、
こ
の
製
造
基
盤
技
術
を
持
つ
新

日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ（
株
）だ
け
で
、
世
界
で
も
数

社
し
か
な
い
。
現
在
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
製
造
の

さ
ら
な
る
高
効
率
化
・
コ
ス
ト
削
減
ニ
ー
ズ
に
よ

り
大
口
径
化
が
進
む
炭
化
珪
素
単
結
晶
ウ
ェ
ー
ハ

の
開
発
に
お
い
て
、
佐
藤
は
1
0
0
㎜ （
4
イ
ン

チ
）か
ら
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
1
5
0
㎜（
6
イ

ン
チ
）へ
の
大
口
径
化
実
現
の
一
翼
を
担
っ
た
。「
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
実
験
の
両
輪
で
、
温
度
分
布

な
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
最
適
化
し
、
炭
化
珪
素
単

結
晶
の
6
イ
ン
チ
ウ
ェ
ー
ハ
を
つ
く
り
出
す
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た（
図
3
）（
写
真
1
）。
今
後
は
品

質
面
で
の
課
題
を
克
服
し
、
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の

高
出
力
化
・
省
エ
ネ
に
寄
与
す
る
高
品
質
材
料
の

開
発
を
目
指
し
ま
す
」（
佐
藤
）。

先端技術研究所 新材料研究部
研究員
佐藤 信也（さとう･しんや）
（材料専攻、2009年入社） 

※1 昇華法：SiC の粉末を2,000℃以上まで加熱し気化させ、 種結晶上に付着させて結晶を成長させる方法。

坩堝種結晶

成長結晶

成長空間

低温

高温

るつぼ

単結晶成長坩堝

成長結晶

成長方向

原料のSiC粉

シリコン 炭化珪素

システムレベルでの効果（300MW級インバーター）

電力変換時の総エネルギー損失が1/3へ低減する可能性

抵抗 ～1/100
サイズ～1/10

口径方向の温度分布制御
欠陥発生を抑える大口径結晶成長法確立
結晶割れ抑制 → 内部残留応力低減化
　　結晶の力学的特性を考慮した成長条件の最適化が必要

図2　素子レベルでの炭化珪素効果
　　　（MOSトランジスタの例）

図3　炭化珪素の大口径結晶成長の概略と課題

写真1　6インチ口径の炭化珪素単結晶基板
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ボンディングワイヤ

キャピラリ
（接続治具）

超音波熱圧着接合

超音波

加熱

荷重

アルミ電極

ワイヤクランプ

拡散
半導体基板

先端技術研究所 新材料研究部
研究員　
小山田 哲哉（おやまだ・てつや）
（材料専攻、2010年入社） 

複
層
銅
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
の

高
密
度
実
装
分
野
へ
の

適
用
拡
大
を
目
指
す

新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
は
2
0
0
9
年
、
半
導
体

部
材
業
界
の
半
世
紀
の
悲
願
だ
っ
た
脱
金
化
と

高
機
能
化
を
両
立
す
る
複
層
銅
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

ワ
イ
ヤ「
E
X
1
」の
開
発
に
成
功
し
、
世
界
標
準

品
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た（
写
真
2
）（
関
連

記
事
本
誌
2
0
1
2 

年
5
月
号
）。
半
導
体
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
携
帯
電
話
な
ど
の
電
子
機
器
の
小
型
化
・

高
機
能
化
に
伴
っ
て
高
密
度
化
し
、
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
ワ
イ
ヤ
の
細
線
化
・
電
極
の
狭
ピ
ッ
チ
化
が
進

む
。
ワ
イ
ヤ
と
電
極
の
接
合
性
の
向
上
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
材
料
組
織
制
御
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新

商
品
開
発
に
取
り
組
む
新
材
料
研
究
部
研
究
員

の
小
山
田
哲
哉
は
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
語
る
。

「
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
を
I
C
チ
ッ
プ
の
電

極
に
接
合
す
る
際
に
は
、
ワ
イ
ヤ
先
端
を
溶
か

し
て
凝
固
さ
せ
た
ボ
ー
ル
を
加
熱
し
た
ス
テ
ー

ジ
上
で
、
超
音
波
と
荷
重
を
加
え
て
接
合
し
ま

す（
図
4
）。
こ
の
と
き
隣
接
す
る
電
極
と
の
接
触

を
防
ぐ
た
め
に
、
ボ
ー
ル
接
合
部
の
真
円
性
と
高

い
接
合
強
度
を
担
保
す
る
た
め
の
組
織
制
御
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
部
分
は
結
晶
粒
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
晶
粒
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
ボ
ー
ル
の
異
形
変
形
が
起
き
て
し
ま
う
た
め
、

結
晶
粒
を
微
細
化
す
る
材
料
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
で
培
っ
た
確
か
な
理
論
と
実
証

デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
ワ
イ
ヤ
製
造
・
量
産
技
術

を
持
つ
日
鉄
マ
イ
ク
ロ
メ
タ
ル
と
連
携
し
て
、
銅

ワ
イ
ヤ
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
最
適
な
接
合
条
件

な
ど
お
客
様
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
も
行
っ

て
い
ま
す
」

近
年
の
高
密
度
実
装
化
に
伴
い
20
〜
18
ミ
ク

ロ
ン
ま
で
ワ
イ
ヤ
の
細
線
化
が
進
む
中
で
、
小
山

田
は
業
界
の
最
先
端
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
適
用
拡
大

を
目
指
し
て
、
現
在
の
E
X
1
を
超
え
る
使
用

性
能
向
上
を
目
標
に
研
究
開
発
に
挑
ん
で
い
る

（
図
5
）。「
細
線
化
す
る
と
接
合
性
を
左
右
す
る

接
合
面
積
の
確
保
が
困
難
に
な
る
た
め
、
接
合
時

の
ワ
イ
ヤ
変
形
を
制
御
し
て
、
十
分
な
接
合
面
積

を
確
保
す
る
た
め
の
材
料
組
織
制
御（
合
金
設
計
） 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
銅
の
組
織
制
御
は
非
常

に
複
雑
で
困
難
で
す
が
、
そ
の
壁
に
挑
戦
す
る
価

値
は
十
分
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
当
社
が
蓄

積
し
た
鉄
鋼
技
術
の
知
見
も
活
か
し
つ
つ
、
極
微

量
添
加
元
素
の
存
在
状
態
を
制
御
す
る
独
自
の

材
料
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
他

部
門
と
連
携
し
な
が
ら
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
試
験
を
進
め
る
中
で
い
く

つ
も
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
へ

の
期
待
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
将
来
は
、
銅

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
に
限
ら
ず
社
会
に
役
立
つ

高
機
能
材
料
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
小
山
田
）。

無
機
・
有
機
の
特
性
を
備
え
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
膜
で

新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
す

現
在
、
高
度
Ｉ
Ｔ
化
や
環
境
対
応（
省
エ
ネ
） 

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
で
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
薄
膜

太
陽
電
池
、
今
後
成
長
の
見
込
ま
れ
る
有
機
Ｅ
Ｌ

照
明
な
ど
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
化
が
新
た
な
成
長
分

野
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
新
日
鉄
お
よ
び
新

日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ（
株
）で
は
そ
の
主
流
で
あ
る

ガ
ラ
ス
基
板
に
代
わ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
基
板
素

材
と
し
て
、
厚
さ
数
10
ミ
ク
ロ
ン
の
ス
テ
ン
レ
ス

図5　高密度実装に対応するための新商品開発

200 500 1,000 2,000 

1

2 

3 

7 

9 

5 

100 0 

従来Cuワイヤ
ワイヤ使用本数

チ
ッ
プ
積
層
数

新商品の開発目標
高密度実装への
適用拡大

EX1の適用範囲

少ピン単層
高密度接続

積層構造 多段接合

35μmピッチ35μmピッチ

35μm

3段/7列
3層

3段/7列

写真2　EX1

図4　ワイヤボンディングの仕組み
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原 料 ゾ ル 有機・無機ハイブリッド

先端技術研究所 界面制御研究部
研究員　
伊藤 左和子（いとう・さわこ）
（総合機械工学専攻、2009年入社） 

図 6　有機・無機ハイブリッドの合成概念図

箔
に
回
路
の
短
絡
を
防
ぐ
数
ミ
ク
ロ
ン
の
絶
縁
膜

を
製
膜
し
た「
絶
縁
膜
付
き
ス
テ
ン
レ
ス
箔
」の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る（
写
真
3
）。
絶
縁
膜
に
は

「
有
機
・
無
機
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」材
料
を
用
い
る
と

い
う
の
が
ア
イ
デ
ア
だ
。「
有
機
・
無
機
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
膜
」は
分
子
レ
ベ
ル
で
有
機
と
無
機
が
複
合
化

し
て
お
り
、
無
機
材
料
の
耐
熱
性
と
有
機
材
料
の

柔
軟
性
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
狙
っ
て
い
る
特
性

発
現
の
カ
ギ
は
分
子
レ
ベ
ル
の
構
造
制
御
を
可

能
と
す
る
化
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る
と
、
界

面
制
御
研
究
部
研
究
員
の
伊
藤
左
和
子
は
語
る
。

「
原
料
で
あ
る
オ
ル
ガ
ノ
ア
ル
コ
キ
シ
シ
ラ
ン

を
反
応（
加
水
分
解
・
脱
水
縮
合
）さ
せ
合
成
し

た
ゾ
ル
を
ス
テ
ン
レ
ス
箔
に
塗
る
こ
と
で
有
機
・

無
機
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
膜
を
製
膜
し
ま
す
。
オ
ル
ガ

ノ
ア
ル
コ
キ
シ
シ
ラ
ン
の
種
類
や
加
水
分
解
時
の

触
媒
の
種
類
や
添
加
量
、
反
応
温
度
や
時
間
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ラ
メ
ー
タ
の
制
御
が
必
要
で

す
。
特
性
と
被
膜
構
造
を
照
ら
し
合
わ
せ
原
料

分
子
構
造
や
反
応
条
件
を
設
計
す
る
地
道
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
が
、有
機
・
無
機
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
材
料
で
あ
れ
ば
耐
熱
性
、
柔
軟
性
、
絶
縁
性

と
い
っ
た
他
の
材
料
で
は
両
立
で
き
な
い
特
性
を

高
い
次
元
で
発
現
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
」（
図
6
）。

実
用
化
に
向
け
た
課
題
は
、
絶
縁
性
能
の
信

頼
性
確
保
と
、
実
際
の
回
路
製
造
プ
ロ
セ
ス
へ
の

適
合
性
に
あ
る
。
本
技
術
の
適
用
に
よ
り
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
化
を
狙
う
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
で
の
試
験

結
果
を
、
有
機
無
機
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
材
料
の
構

造
の
最
適
化
に
結
び
付
け
る
役
割
を
担
う
中
で
、

伊
藤
は
デ
バ
イ
ス
業
界
か
ら
の
期
待
の
高
さ
を
感

じ
る
と
言
う
。「
例
え
ば
、
薄
膜
太
陽
電
池
の
基

板
が
、
従
来
の
ガ
ラ
ス
か
ら
本
技
術
に
置
き
換
わ

る
こ
と
で
軽
量
化
効
果
が
発
揮
さ
れ
、
住
宅
屋
根

へ
の
パ
ネ
ル
搭
載
が
容
易
に
な
り
、〝
世
の
中
の

風
景
を
変
え
る
〞イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
絶

縁
膜
の
作
製
か
ら
分
析
・
評
価
ま
で
を
自
分
で
行

え
る
研
究
環
境
を
活
か
し
て
、
是
非
実
用
化
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
」（
伊
藤
）。

新
商
品
の
種
と
な
る

魅
力
あ
る
材
料
・
技
術
を

創
造
し
続
け
る

先
端
技
術
研
究
所
の
使
命
は
、
グ
ル
ー
プ
全

体
の
材
料
開
発
に
お
い
て
基
礎
基
盤
研
究
の
役

割
を
担
い
、
次
の
新
商
品
の
種
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
産
業
分
野
ご
と
の
専
門
メ
ー
カ
ー
に

対
抗
で
き
る
魅
力
あ
る
材
料
・
技
術
を
自
ら
創

出
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

鉄
を
含
め
た
機
能
材
料
の
幅
広
い
見
識
と
つ
く

り
込
み
の
技
術（
高
度
な
プ
ロ
セ
ス
設
計
）、
量
産

技
術
、
そ
し
て
高
品
質
・
高
機
能
を
実
現
・
実

証
す
る
た
め
の
高
度
解
析
技
術
な
ど
の「
総
合
力
」

と
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る「
独
自
性
」の

あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

新
日
鉄
で
は
今
後
も
、
材
料
開
発
に
お
け
る

総
合
力
と
研
究
者
の
高
い
志
、
そ
し
て
基
礎
研
究

か
ら
新
商
品
開
発
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
を
円
滑
に
回

し
、
次
々
に
独
自
の
研
究
成
果
を
実
用
化
す
る「
研

究
開
発
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
」を
通
し
て
、
新

た
な
市
場
開
拓
に
挑
ん
で
い
く
。

写真3　絶縁膜付きステンレス箔のコイルと、その断面図

一般的に、主骨格はシロキサン（Si-O-Si）であり、金属アルコキシドやSiに有機基Rが
Si-Rと直接結合したオルガノアルコキシシランSiRn（OR

,
）4－nから合成する。

有機・無機ハイブリッド膜

ステンレス箔

コイル断面図



理
科
の「
理
」は
理
恵
子
の「
理
」

│ 

福
島
さ
ん
は
、
専
用
メ
ガ
ネ
を
つ
け
ず
に
３
Ｄ
映
像
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
世
界
初
の
液
晶
テ
レ
ビ
の
開
発
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

ま
ず
は
研
究
者
の
道
に
進
ま
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

す
ご
く
単
純
な
ん
で
す
け
ど
、小
学
生
の
と
き
に
時
間
割
を
見
て
、

理
科
の
「
理
」
が
理
恵
子
の
「
理
」
と
一
緒
だ
な
と
思
っ
て
、
ま
ず

親
近
感
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
高
校
に
入
っ
て
文
系
・
理
系
に

コ
ー
ス
が
分
か
れ
る
と
き
に
、
た
い
て
い
女
子
は
文
系
、
男
子
は
理

系
っ
て
な
り
ま
す
よ
ね
？　

そ
の
ム
ー
ド
に
逆
ら
い
た
く
て（
笑
）、

理
系
を
選
び
ま
し
た
。

大
学
は
理
学
部
で
化
学
を
専
攻
し
、
研
究
者
と
初
め
て
接
し
た
の

が
研
究
室
に
配
属
さ
れ
た
4
年
生
の
と
き
。
ド
ク
タ
ー
や
マ
ス
タ
ー

の
先
輩
方
が
、
夜
12
時
な
ん
て
当
た
り
前
、
夜
通
し
議
論
し
て
る
ん

で
す
。し
か
も
や
ら
さ
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、楽
し
そ
う
に
。あ
あ
、

私
も
こ
ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

│ 

そ
の
後
、
大
学
院
を
経
て
東
芝
に
研
究
職
と
し
て
入
社
さ
れ

ま
す
。
決
め
手
は
何
で
し
た
か
。

私
が
入
社
し
た
95
年
は
「
就
職
氷
河
期
」
と
言
わ
れ
る
最
初
の

年
で
す
。
先
輩
た
ち
か
ら
は
就
職
活
動
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
食
事
を

し
た
と
か
、
羨
ま
し
く
な
る
体
験
談
を
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
た
の
で

す
が
、
い
く
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
も
ち
っ
と
も
連
絡
が
な
い
。
面
接

を
申
し
込
ん
で
も
「
今
年
は
女
性
の
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ

れ
た
り
、
書
類
選
考
で
落
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
て
、
自
信
を
な
く

し
て
い
ま
し
た
。

大
学
で
は
有
機
化
学
の
研
究
を
し
て
い
た
の
で
最
初
は
材
料
メ
ー

カ
ー
を
受
け
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
結
果
が
出
ず
、
初
め
て

受
け
た
電
機
メ
ー
カ
ー
の
東
芝
か
ら
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
。
実
は

そ
の
年
、
私
が
所
属
し
て
い
た
学
科
で
東
芝
が
内
定
を
出
し
た
2
名

が
ど
ち
ら
も
女
子
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
男
女
を
分
け
隔
て
な
く

扱
っ
て
く
れ
る
会
社
だ
な
と
思
っ
て
決
め
ま
し
た
。

芽
が
出
な
か
っ
た
20
代
の
こ
ろ

│ 

入
社
後
は
な
か
な
か
結
果
が
出
な
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
ね
。

そ
う
な
ん
で
す
。
自
分
が
い
か
に
で
き
な
い
か
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
い
う
か
。
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
研
究
開
発
に
配
属
さ
れ
た
の

で
す
が
、
も
う
何
年
も
前
か
ら
先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
き
た
研
究

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
が
何
を
考
え
て
も
す
で
に
検
討
済
み
。

自
分
の
切
り
口
が
見
つ
か
ら
ず
苦
し
み
ま
し
た
。
誰
か
が
テ
ー
マ
を

与
え
て
く
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
先
輩
方
の
後
を
追
っ
か
け
て
い
る

だ
け
で
は
研
究
者
と
し
て
の
存
在
意
義
が
な
い
っ
て
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。

せ
っ
か
く
男
女
分
け
隔
て
な
く
と
っ
て
く
れ
た
東
芝
に
、「
女
性

を
採
っ
て
み
た
け
ど
今
一
つ
」
と
い
う
悪
し
き
前
例
を
つ
く
り
た
く

な
い
。
そ
う
思
っ
て
ふ
ん
ば
り
ま
し
た
が
、
20
代
は
や
っ
ぱ
り
な
か

な
か
芽
が
出
な
か
っ
た
で
す
ね
。

メ
ン
バ
ー
は
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
。

そ
の
気
づ
き
が
壁
を
越
え
さ
せ
た
。

ゲ
ス
ト
◉ 

株
式
会
社
東
芝 

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

福
島
理
恵
子
氏

プロフィール◉ふくしま・りえこ

1971（昭和46）年東京都
出身。東北大学理学部、同大
学院卒業後、95年に東芝に
入社。液晶材料の研究に従
事する。30歳で出産、31歳
で職場復帰。東芝独自の裸
眼３Ｄディスプレイの研究に
携わり、07年「映像情報メ
ディア学会技術振興賞 開発
賞」、10年「発明協会 全国
発明表彰21世紀発明賞（第
二表彰区分）」などを受賞。
同年、日経ウーマン主催の
「ウーマン・オブ・ザ・イヤー
2011」で大賞にも選ばれ
る。現在、東芝研究開発セン
ター マルチメディアラボラト
リー主任研究員兼エコテク
ノロジー推進室参事。
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仲
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「ウーマン・オブ・ザ・イヤー2011」（日経ウーマン主催）の表彰式

こ
れ
は
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
続
く
と
、「
こ
の
リ
ー
ダ
ー
で
は
、
だ

め
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
周
り
に
思
わ
れ
て
い
る
気
が
し
て
く
る
。

内
心
、
私
も
無
理
か
も
し
れ
な
い
と
弱
気
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
も
し
私
が
そ
こ
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
て
、
別
の
人
に
リ
ー

ダ
ー
を
お
願
い
し
た
と
し
て
、
そ
の
結
果
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
失
敗
し

た
ら
納
得
が
で
き
る
の
か
と
自
問
自
答
し
て
み
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
で

き
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
っ
た
ら
自
分
が
納
得
で
き
る
ま
で
や
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

│ 

リ
ー
ダ
ー
と
い
う
立
場
で
、
メ
ン
バ
ー
へ
の
接
し
方
に
は
ど
ん

な
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
か
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
も
い
く
つ
か
読
ん
だ
し
、
上
司
か
ら
も
学
ぼ

う
と
し
た
の
で
す
が
、
行
き
着
い
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
私
は
私
の
あ

る
が
ま
ま
の
姿
で
や
る
し
か
な
い
っ
て
こ
と
で
し
た
。
私
は
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
な
の
で（
笑
）、
明
る
く
み
ん
な
を
巻

き
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
一
生
懸
命
さ
が
大
切
だ
と
思
っ

た
の
で
、と
に
か
く
誠
実
、真
摯
に
物
事
に
あ
た
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

最
初
、
リ
ー
ダ
ー
は
間
違
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
と
気

負
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
と
に
か
く
準
備
し
て
、
ど
ん
な
質
問
や
反

論
に
も
即
答
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、よ
く
考
え
た
ら
、集
ま
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

は
専
門
家
だ
し
仲
間
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
が
志
を
共
に
す

る
専
門
家
の
集
団
な
ん
で
す
。

会
議
に
出
て
も
、
自
分
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
周
り
に

問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
背
伸
び
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

う
じ
ゃ
な
い
。み
ん
な
も
の
づ
く
り
へ
の
情
熱
を
燃
や
す
研
究
者
で
、

一
緒
に
高
い
壁
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
仲
間
な
ん
だ
。
そ

う
気
づ
い
て
か
ら
は
、
助
け
て
く
だ
さ
い
と
素
直
に
言
え
た
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
か
ら
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
、
私

一
人
で
は
と
う
て
い
登
れ
な
い
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
協
力
体
制
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

絶
対
に
成
功
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│ 

育
児
と
の
両
立
と
い
う
面
で
も
ご
苦
労
は
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

私
の
場
合
、
育
児
休
業
か
ら
復
職
し
て
す
ぐ
に
3
Ｄ
テ
レ
ビ
の

開
発
に
携
わ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
年
齢
と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
開
発

期
間
が
一
緒
な
ん
で
す
。
量
産
検
討
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
の
は
5

年
目
で
、
ま
だ
子
ど
も
が
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
こ
ろ
で
し
た
。
だ

か
ら
送
り
迎
え
も
あ
る
し
、
長
期
の
出
張
も
で
き
な
い
。
テ
レ
ビ
会

議
の
途
中
、「
お
迎
え
が
あ
る
の
で
失
礼
し
ま
す
」
と
画
面
か
ら
消

え
た
り（
笑
）、
残
業
が
で
き
る
の
は
火
曜
日
だ
け
と
決
め
て
い
た
の

で
、
出
張
は
必
ず
そ
こ
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
り
。
そ
う
し
た
働
き
方

を
認
め
て
く
れ
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
上
司
や
メ
ン
バ
ー
が
い
た

か
ら
こ
そ
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│ 

最
後
に
働
く
女
性
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

育
児
と
の
両
立
な
ど
、
女
性
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
壁
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た
。
で
も
、
一
つ
経
験

す
る
ご
と
に
視
野
が
広
が
り
、新
し
い
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

だ
か
ら
今
見
え
て
い
る
だ
け
の
景
色
で
あ
き
ら
め
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
。
踏
み
と
ど
ま
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
と
、
何
事
も
や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
意
義
を

見
出
し
て
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
自
分
の

自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
寄
り
道
と
思
え
る
こ
と
で
も
、
後
か
ら

振
り
返
れ
ば
意
味
が
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
も
の
で

す
。
だ
か
ら
一
つ
一
つ
、
自
分
が
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
や
り
抜

い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

│ 

29
歳
で
結
婚
、
30
歳
で
出
産
。
育
休
後
、
裸
眼
３
Ｄ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
の
開
発
チ
ー
ム
に
参
加
さ
れ
ま
す
。

当
時
、
東
芝
で
は
10
年
先
を
見
据
え
た
新
し
い
研
究
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
、
私
も
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
人
が
集
ま
っ
て
、
と
に
か
く
一
人

の
研
究
者
と
し
て
対
等
に
扱
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
だ
っ
た
ら
何
で
も
や
る

ぞ
」
っ
て
思
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
環
境
の
中
で
、
運
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
と
レ
ン
ズ
の
組
み
合
わ
せ
を
最
適
化
す
る
着
想
を
得
ま
し

た
。「
こ
れ
で
東
芝
の
３
Ｄ
の
コ
ア
に
な
る
考
え
方
が
で
き
た
な
」
と

上
司
に
言
わ
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
見
せ
る

│ 

そ
の
後
、
量
産
化
の
技
術
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
取
り
ま
と
め
役
を
任
さ
れ
ま
す
。
ご
苦
労
も
多
か
っ
た

の
で
は
。

も
う
苦
労
の
連
続
で
す（
笑
）。
研
究
段
階
か
ら
、
め
で
た
く
量

産
化
検
討
に
入
っ
た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
研
究
所
で
１
台
手
で
つ

く
る
の
と
は
訳
が
違
う
。
し
か
も
私
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験
。

で
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
私
が
不
安
な
顔
を
し
て
い
て
は
現
場
が
混
乱
す

る
か
ら
、
と
に
か
く
旗
を
振
っ
て
前
に
進
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

3Dテレビ最新モデル
視聴者の見る位置に応じた自然な
高画質グラスレス３Ｄ映像を実現

※3D映像の画面は効果をわかりやすくしたイメージです
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新
日
鉄
と
住
友
金
属
工
業（
株
）

は
4
月
27
日
、
今
年
10
月
1
日
に

両
社
が
経
営
統
合
す
る
こ
と
で
最

終
的
に
合
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

締
役
会
で
承
認
の
う
え
、
株
式
交

換
契
約
お
よ
び
合
併
契
約
を
締
結

し
た
。
総
合
力
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ

新
日
鉄
は
統
合
会
社
の
各
セ
グ

メ
ン
ト
を
担
う
事
業
会
社
の
商
号

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
の
徹
底
・
浸
透
、
グ
ル
ー

プ
内
で
の
一
体
感
の
醸
成
な
ど
の

観
点
か
ら
変
更
す
る
。
変
更
時
期

は
10
月
1
日
。

新
日
鉄
柔
道
部
・
西
山
将
士
選

手
が
、
男
子
90
キ
ロ
級
で
ロ
ン
ド

ン
五
輪
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。

西
山
選
手
は
5
月
13
日
、
全
日
本

選
抜
体
重
別
選
手
権（
福
岡
国
際

セ
ン
タ
ー
）

で
準
優
勝
、

今
年
1
月

に
世
界
2
連

覇
の
イ
リ
ア

デ
ィ
ス
選
手

（
ギ
リ
シ
ャ
）

に
勝
っ
た
実

績
も
評
価
さ

れ
、
栄
冠
を

勝
ち
取
っ
た
。

新
日
鉄
は
4
月
25
日
、
方
向
性

電
磁
鋼
板
に
か
か
わ
る
当
社
技
術

に
関
連
し
、韓
国
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー 

（
株
）ポ
ス
コ
お
よ
び
そ
の
日
本
法

人
ポ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）を
被
告

と
し
て
、
当
社
の
営
業
秘
密
を
不

正
に
取
得
し
、
こ
れ
を
使
用
し
て

い
る
な
ど
と
し
て
、
不
正
競
争
防

止
法
等
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
お

よ
び
ポ
ス
コ
な
ど
に
よ
る
方
向
性

電
磁
鋼
板
の
製
造
・
販
売
な
ど
の

差
止
め
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
東

京
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
た
。
ま

た
ポ
ス
コ
な
ど
に
よ
る
営
業
秘
密

の
不
正
取
得
・
使
用
な
ど
に
加
担

し
た
こ
と
を
理
由
に
、
当
社
元
社

員
に
対
し
て
も
不
正
競
争
防
止
法

な
ど
に
基
づ
く
損
害
賠
償
な
ど
を

求
め
る
民
事
訴
訟
を
提
起
し
た
。

な
お
、
米
国
で
は
、
ポ
ス
コ
と

そ
の
現
地
法
人
に
対
し
、
当
社
米

国
特
許
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
損

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています。

G
GROUP CLIP

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│

　

 
２
１
３
５・２
１
４
６・２
１
４
７

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│

　

 

２
１
３
５・２
１
４
６・２
１
４
７

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│

　

 

２
１
３
５・２
１
４
６・２
１
４
７

現 商 号 新 商 号

新日鉄エンジニアリング（株） 新日鉄住金エンジニアリング（株）

新日鐵化学（株） 新日鉄住金化学（株）

新日鉄マテリアルズ（株） 新日鉄住金マテリアルズ（株）

新日鉄ソリューションズ（株） 新日鉄住金ソリューションズ（株）

害
賠
償
お
よ
び
侵
害
の
差
止
め
を

求
め
る
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
。

新
日
鉄
は
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力

の
源
泉
で
あ
る
技
術
先
進
性
を
確

保
し
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も
不

正
競
争
行
為
に
は
断
固
た
る
対
応

を
し
て
い
く
。

ン
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
、

統
合
会
社「
新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
」

は
世
界
一
の
技
術
と
も
の
づ
く
り

の
力
で
、
鉄
鋼
製
品
と
い
う
産
業

基
礎
素
材
の
可
能
性
を
極
限
ま
で

追
求
し
、
お
客
様
の
発
展
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
日
本
お
よ
び
世

界
経
済
の
成
長
と
豊
か
な
社
会
の

創
造
に
寄
与
し
て
い
く
。

経　営

経　営

スポーツ

経　営

柔
道
部
・
西
山
将
士
選
手

ロ
ン
ド
ン
五
輪
代
表
に

選
ば
れ
る

韓
国
ポ
ス
コ
な
ど
に
対
し
訴
訟
を
提
起

経
営
統
合
に
関
す
る
最
終
合
意
が
成
立

新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
会
社
の

商
号
変
更

五輪代表に決定した男子７選手。右から3人目が西山選手（写真提供：共同通信社）
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新
日
鉄
は
3
月
16
日
、
航
空
機

用
チ
タ
ン
シ
ー
ト
の
製
造
に
お
け
る

熱
処
理
工
程
に
つ
い
て
、Nadcap

（
国

際
航
空
宇
宙
産
業
界
の
特
殊
工
程

認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
認
証
を
取
得

し
た
。 N

adcap

は
世
界
共
通
の
認

証
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
米
国
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
が
認
証
・
維
持
し
て
い
る
。
認

承
取
得
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
注
力
し

て
き
た
一
般
工
業
・
民
生
・
建
築
分

野
な
ど
に
加
え
、
航
空
機
分
野
へ
の

取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

新
日
鉄
は
3
月
、
君
津
製
鉄
所

で
環
境
対
応
型
商
品
の
高
耐
食
性

め
っ
き
鋼
板「
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
マ
®

」

の
生
産
能
力
拡
大
を
目
的
と
し
た

投
資
を
完
了
し
た
。
約
30
億
円
を

投
じ
、
ク
ロ
メ
ー
ト
フ
リ
ー
処
理

対
応
を
含
め
、
同
製
品
の
生
産
能

力
を
最
大
で
月
産
約
3
万
ト
ン
に

拡
大
。
近
年
拡
大
す
る
太
陽
光
発

電
設
備
用
架
台（
パ
ネ
ル
を
取
り
付

け
る
フ
レ
ー
ム
な
ど
）向
け
需
要
へ

の
対
応
を
強
化
し
て
い
る
。

（
株
）岡
村
製
作
所
と
新
日
鉄
の

出
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社
で
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東
日
本
大
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に
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い
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株
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ス
オ
カ
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ラ
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釜
石
製
鉄
所

構
内
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操
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再
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7月18日（水)／18：30
7月19日（木）／18：30
紀尾井 江戸 邦楽の風景（六）朝鮮通信使
【出演】 
黄俊淵、徳丸吉彦（対談）、韓国国立釜山国楽院、
伶楽舎（演奏）
【曲目】 
韓国儀礼楽「大吹打」「吹打」「剣舞」、舞楽「陵王」、
コラボレーション「納曾利」

紀尾井の声楽　2012
9月8日（土）／15：00
アレハンドロ・マルコ＝ブールメスター
バリトン・リサイタル
～バリトン界の旗手、日本初リサイタル～

9月14日（金）／19：00
中村恵理　ソプラノ・リサイタル
～次世代の歌姫、日本初凱旋リサイタル～

11月22日（木）／19：00
藤村実穂子　リーダーアーベントⅢ
～女神が歌い上げる奥深きドイツ・リート～

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

　今シーズン最後の紀尾井シンフォニエッ
タ東京定期演奏会のテーマは「イタリア」。
紀尾井シンフォニエッタ東京の定期演奏
会で最多客演回数を誇るマリオ・ブルネ
ロが、2009年以来の登場。これまで古典
の名曲や、知られざる現代作品、そして
卓越したテクニックが光った協奏曲を交
えた曲目で楽しませてくれたブルネロで
すが、今回はイタリアの古い音楽を現代
の視点で捉えなおした作品を集めた異色
のプログラムにより母国、そして先人へ
の敬意と愛慕を色彩豊かに表現します。

紀尾井シンフォニエッタ東京
第85回定期演奏会

音楽の国  々 その魂と名曲
イタリア

スケジュール

6月22日（金）／19:00
6月23日（土）／14:00

【出演】
マリオ・ブルネロ（指揮＆チェロ）
紀尾井シンフォニエッタ東京（管弦楽）

マリオ・ブルネロ

技　術

製　品

グループ

経　営

釜
石
製
鉄
所
の
港
湾
設
備
が
完
全
復
旧

航
空
機
用
チ
タ
ン
シ
ー
ト

製
造
の
認
証
を
取
得

「
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
マ
®

」の

太
陽
光
発
電
向
け
需
要
対
応

を
強
化

釜
石
製
鉄
所
構
内
で

（
株
）エ
ヌ
エ
ス
オ
カ
ム
ラ

が
操
業
再
開

復旧後の全天候バース

エヌエスオカムラ新工場

太陽光発電設備用架台使用例
「館林ソーラーパーク」（JAG国際航業グループ提供）

被災直後の全天候バース
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編
集
発
行
人
   総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 高
橋
 望
  ／
 企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
　
株
式
会
社
日
活
ア
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
FAX
:03-6867-3597

●
本
誌
掲
載
の
写
真
お
よ
び
図
版
・
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

多和 圭三 （たわ・けいぞう）
 作者プロフィール／ 1952年愛媛県大三島生まれ。日本大学芸術学部美術学科卒業。
81年に真木画廊で初個展を開催。以来、鉄を叩くことを通して制作を続ける。全国
の画廊や美術館で個展を開催するほか、米国、韓国、バングラデシュでも作品が紹
介されている。94年には新日鉄本社にて開催された「第3回 STEEL ART展」に出品。
95年タカシマヤ文化基金新鋭作家奨励賞受賞。2003年第33回中原悌二郎賞優秀賞
受賞。07年文化庁買上優秀美術作品。09年より多摩美術大学教授、現在に至る。
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